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P2-042
子どもの成長発達に対する訪問看護師の支
援に関する文献検討

西村 実希子、西田 志穗、杉本 晃子

共立女子大学　看護学部

【目的】
文献検討を通して、子どもの成長発達に対する訪問看護師の
支援を明らかにする。

【方法】
医学中央雑誌 Web を使用して、「小児」「子ども」「訪問看護」
をキーワードとして 2010 ～ 2019 年の看護文献（原著論文）
を検索し 183 件を得た。そのうち、目的と照合して「訪問看
護師が成長発達を意識している内容」「ケアの実際」について
記載がある 28 文献を対象とした。文献は著作権に配慮して
取り扱い、研究の全過程において共同研究者とともに検討し、
妥当性を維持した。

【結果】
訪問看護師は、遊びやレスパイトで長時間一緒に過ごすこと
で、療育や遊びなどの必要な経験を判断し、子どもの成長発
達の可能性を捉えていた。また、離乳食を進める、トイレッ
トトレーニングなど基本的な日常生活支援を通して、呼吸を
安定させるケアや嚥下訓練など、その子に必要な支援を加え
ていた。また、家族のいない場所でも子どもが過ごせるよう
になるために、意思表示の方法を試行錯誤し、様々な人とコ
ミュニケーションが取れるように支援していた。さらに、将
来の療育施設の利用や就学など、社会性の発達を見据えて子
どものコミュニケーション能力の向上を図っていた。そして、
言語聴覚士との連携や教育機関に働きかけるなど、発達に応
じた地域の専門職種を支援に巻き込むきっかけを作っていた。
家族に対しては、子どもの変化やできることを母親が理解し、
喜びに感じているかを把握し、子どもの成長の可能性に対し
て、家族が客観的な目を向けられるように支援していた。そ
して、看護師は、家族が療育上困ったときには相談を受けた
り、成長発達に合わせた医療的ケアできるように助言をした
りして、子どもの成長を家族と共に見守る存在となっていた。
また、ステーション主催のレクリエーションへの参加を促し
て外出へのきっかけを作る、どうすれば子どもを連れて外出
できるかを家族と共に考えて練習を行うなど、子どもの生活
場所が拡大するよう支援していた。特に、テーマパークなど
への遠出には看護師同行の条件で医師が許可する場合もある
ため、看護師が存在することそのものが子どもの生活を広げ
ていた。

【考察】
看護師は、子どもは成長発達して社会性を広げる存在である
ことを前提とし、子どもの状況から具体的にイメージしてい
た。子どもに直接働きかけるだけでなく、家族の養育を支援し、
社会資源や看護師自身の存在も活用して、子どもの成長発達
を支援していた。

P2-043
在宅重症心身障害児家族のレスパイトケア
利用に関する意思決定支援

西垣 佳織

聖路加国際大学大学院　看護学研究科

【目的】在宅で生活する重症心身障害児（以下重症児）の家族
には、特有の身体・精神的な負担が存在する。これらの家族
が在宅療養を無理なく継続するための一方策として、効果的
なレスパイトケア利用が存在する。しかし相談支援事業の不
足等により、効果的なレスパイトケア利用を家族が意思決定
する際には、困難が存在する。
そこで本研究では、重症児家族のレスパイトケア利用の意思
決定支援ツールを作成した。

【方法】オタワ個人意思決定ガイドを参考に、意思決定支援ツー
ルの構成を検討した。また適切な情報提供が必要な項目では、
レスパイトケアに関する先行研究の文献検討と行政公開資料
等によって、内容の質を担保した。

【結果】検討の結果、意思決定支援ツールは、「１．重症児の
家族の、レスパイトケアに対する意向および利用状況の認知
を促進する項目」、「２．意思決定に当たり必要な項目の明確
化」、「３．意思決定の明示」で構成された。１の項目は、レ
スパイトケアの定義、具体的な社会資源としてのレスパイト
ケアの説明、先行研究で報告されているメリットとデメリッ
トで構成された。具体的なメリットでは、重症児の社会性の
上昇、家族の精神状態の改善等を取り入れた。デメリットで
は重症児の身体的負担、レスパイトケアが利用しにくい状況
等を取り入れた。２の項目は、オタワ意思決定支援ガイドを
もとに、知識、価値観、サポートの側面から意思決定を支援
する内容で構成された。３の項目は、レスパイトケア活用に
ついて、どのような選択をするかをワークシートの形で対象
者が意思決定可能な構成となった。

【結論】意思決定支援には、対象者への適切な情報提供（知識
の付与）が重要である。本研究で作成した意思決定支援ツー
ルの効果について、今後検証していく必要がある。
本研究は文部科学省科研費　若手 B 重症心身障がい児のレ
スパイトケア活用推進を目指すツール作成および効果検証
17K17489 の助成を受けて行いました。
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